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　 Nanomaterials　have　been　being　researched ，　developed　and 　partially　started 　using 　in　the　real

world 　as 　epoch
−
making 　new 　materials ．　 While　various 　international　and 　national 　e貨brts　have 　been

being　made ，
　the　safbty 　assessment 　of　nanomaterials 　has　not 　as 　yet　been　sufficiently 　accomplished ．

In　partieular ，
　infbrmation　about 　their　chronic 　effbcts 　and 　carcinogenicity 　is　still　hmited．　The　safbty

of　one 　of 　the　most 　typical　nanomaterials
，
　multi

−
wall 　carbon 　nanotube （MWCNT ），　has　heen　worried

負）ralong 　time　because　 of 　its　 structural 　similarity 　to　 asbestos ．　 In 飴 ct，　the　carcinogenicity 　of

MWCNT 　 has　 been　 evidenced 　 as 　 the　 frequent　 induction　 of 　 malignant 　 mesothelioma 　 by　 an

intraperitoneal　administration 　in　 mice 　heterogeneously　de且cient 　in　the 　p53 　gene 　 and 　Fischer　344

rats ，　 The 　physicochemical 　property ，　especially 　the 且ber　length　and 　superficial 　condition ，　has　been

shown 　to　affect 　the　strength 　of　carcinogenicity ．　 Frustrated　phagocytosis 　and 　thereby 　continuous

generation　of　cytokines 　by　activated 　macrophage
，
　as 　well 　as 　oxidative 　stress 　have　been　indicated　to

be　mechanistically 　involved，　which 　again 　suggest 　the　similarity 　to　the　asbestos 　situation ．　 Because

teratogenicity　has 　 also 　been　reported 　in　mice 　by　an 　intra・tracheal 　administration
，
　 the　detailed

saf6ty 　assessment 　of　MWCNT 　is　apparently 　an 　urgent 　issue
，
　and 　it　is　needless 　to　say 　that　the　sa 艶ty

assessment 　is　also 　required 　fbr　other 　nanomate 質 als ．　 In　this　context ，　this　presentation 　introduces

recent 　data　fbr　the　carcinogenicity 　of　nanomaterials
，
　mainly 　MWCNT

，
　in　order 　to　help　their　social

acceptance 　and 　contribution 　to　the　progress 　of 　the 　human 　l迂b　with 　safbness ．
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顧 贈 贈 耽 セ ン タ
ー豸ぎ畢囎 都

　ナ ノ マ テ リ ア ル は，画期的 な新素材 と して注 目され，開発と応用 が 進み ，
一

部で 実用化 され つ つ あ る．
一

方，そ の 安全性につ い て は ，国際機関や 各国の行政機関に よ り，学術界 ・産業界の 協力 の 下 で 様 々 な

取 り組 みが進行 して い る が ，十全な 評価が 行わ れ る に 至 っ て い な い ．中 で も，慢性 影響 や 発が ん性に つ

い て は．特 に 情報が不足 して い る．主要なナ ノ マ テ リ ア ル の ひ とつ で あ る 多層カ ー
ボ ン ナ ノ チ ュ

ーブ

（MWCNT ）の 安全性 に つ い て は，性状が ア ス ベ ス トに 類似 す る こ とか ら，早 くか ら懸念 され て き た ．

MWCNT は ，ρ5鑓 伝子 ヘ テ ロ 欠損 マ ウ ス とFischer　344系ラ ッ トに お い て 腹腔内投与 で 悪性中皮腫 を高

率に発生 させ る こ と が見出 され，発が ん性を有する こ と が明 らか と な っ た ．MWCNT の 発 が ん 性 に つ い

ては，物理 化学的特徴 特に繊維長や 表面性状 が大 き く影響 し，フ ラ ス トレー
テ ッ ド

・
フ ァ ゴ サ イ ト

ー

シ ス に よ る 活性化 マ ク ロ フ ァ
ー

ジ の サ イ トカ イ ン 分泌 持続 や 酸化 ス トレ ス の 関与が示唆さ れ て い る

．MWCNT につ い て は，腹腔内の み な らず気管内 へ の 投 与で マ ウ ス に催奇 形性 も示 す こ と か ら，詳細な安

全性評価が喫緊の 課題で ある．また，安全性評価 は，他 の ナ ノ マ テ リア ル に つ い て も，同様に必要で あ

る．本演題 は，MWCNT を 中 心 に ，ナ ノ マ テ リ ア ル の 発 がん性 に 関す る最近 の 知見を紹介 し，ナ ノ マ テ

リ ア ル が 円満 に社会に受容 され ，安全 を担保 しつ つ 人 々 の 生活 を向上 させ る こ と の
一助 とな ら ん とする

もの で ある．
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